









き’(functioning) の中に, 経営 (マネジ
メント) と芸術 (アート) がある (実在す
る)｡ すなわち, 社会の生態 (socio-
ecology) が, 人間を中枢とする ｢芸術の






働) の感動である｡ また, ｢はたらき｣ のひら
がな文字は見えない内面の‘こころ’を強調し,
現象の深層にある複合性 (例えば, 地域毎に異




20 世紀を代表する ｢知の巨人｣, ｢マネジメン
トの偉人｣, ｢前世紀の偉大なる思想家｣ なり｡
ドラッカーは, また ｢近代経営 (modern
management) の創造者・発明家｣ とも言わ













2011 年と 2012 年に, 共同研究者の村山にな博
士 (玉川大学芸術学部准教授, Ph.D. in Art
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は, ここに謎解きへの 3つの鍵がある｡ その一
つ目の鍵は, アメリカに移住した後にベニング
トン大学での彼の講義科目が, ｢哲学｣ と ｢政
治学｣ と ｢宗教｣ だったということ｡ ドラッカー
は経営学の構築基盤に, 社会の視点からの ｢価
値の哲学｣ と ｢権力の政治｣ を根付かせていた｡
この事実は, 彼の理論の基底に, 古典から現代
までの人間の本質にまつわる思想の起源 (例え










造 (言わない・書かないこと) に, 彼の内面に








(連合共同体) であり, そのモデルは, 英国の
オックスフォード大学やケンブリッジ大学であ







も, 一番望んだかれの学問は, ｢経営｣ と ｢リ
ベラル・アート｣ の両極群生の生態進化, すな













力”である｡ 英語で言えば, Management is
truly a liberal art (経営とは, 真実のところ,




以前のように ｢一般教養｣ と訳すと, 大学改
革以前の旧一般般教養過程の感じが強く残るの
で, それはそれとして意味があるが, ここでは








は ｢教養能力｣ と ｢専門能力｣ とを分離するこ
となく, 両者の融合を“経営の能力”と定義し














モント大学を訪問しても, 偉そうにして 30 分
ぐらい話して慌ただしく帰ってしまうからだそ







もちろん, 同氏がドラッカー MBA スクー














ト大学は, 1925 年の設立で, 五つの学部大学
(Pomona College, Claremont McKenna Col-
lege, Harvey Mudd College, Scripps College,
Pitzer College) と, 二つの大学院大学 (Cla-
remont Graduate University, Graduate Insti-
tute of Applied Sciences) から成り立ってい
る｡ 英国のオックスブリッジと同じコンソシア
ム (連合共同体) の大学組織体で, それぞれの
個別の大学が“歩ける”範囲内でつながってい
て, 自律の経営を各大学が保ちながら, Clare-
mont University Consortium の統括する中枢
組織に組み込まれている｡ 故ドラッカー教授は,
Claremont Graduate University の一部であ
る, Peter F. Drucker and Masatoshi Ito
Graduate School of Management に所属して
いた｡
全米大学の格付けで言えば, クレアモント大
学 (コンソシアム) の Pomona College (ポモ
ナ・カレッジ) は, 名門女子大学で, リベラル・





の Graduate School of Management (経営大
学院) は, 私の 2010 年ころの記憶によると,
経営者開発系部門 (Executives Development
Course) のMBA全米格付けでは, 6 位あたり
で, 同部門にニューヨーク大学とシアトル大学






"Management is a human enterprise. Lib-
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は 1日, 60 万から 90 万円で, 伊藤さんには請
求書も送らなかった｡ ある時伊藤さんがドラッ
カーのところへ 2000 万ドルをポンと持って来






学の経営大学院の冠名, Peter F. Drucker and
















開始した頃, アメリカで AIG, Finnie Mae,






























(3) 倒産は, 社員にとっても, 地域社会の近
隣関係者にとっても, 好ましくないこと
である｡ また倒産は, 明日の仕事への資









(fin de sicle) 文明とその時代を引きづってい
たハプスブルグ家 (ドイツ語では Haus
論 文













り, オーストリア大公国, スペイン王国, ナポ












婚で, なるべく戦争を避け, 領土を拡大し, 18
ケ国を支配し中世から 20世紀初頭まで中部ヨー
ロッパで強大な勢力を誇り, 最後は 1914 年 6
月に, 帝国の皇位継承者であるフランツ・フェ
ルナンド皇太子が, ボスニアの首都サラエボで











となる｡ ロンドンで 1934 年に日本画の巡回展
覧会に出会い, その時の感動を持続させていた｡
1937 年に 29 歳の時にアメリカへ移住する｡ そ

























化せよ！｣ と, また, 今の情熱ではなく, ｢未
来への情熱を！｣ と, この国家戦略は“ウィー
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 19 世紀末の世紀末現象 () と
分離派 (Secession)















































































で現場, 現場にやられ ｢現時点での動揺｣ にあ
｢社会の はたらき｣ が, 経営芸術だ！
中京経営研究 第22巻 第1・2号 7



















新組織, 新技術, 新資源などを説いた｡ その著
書には ｢景気循環論｣ ｢資本主義・社会主義・



































そこで, ｢オーストリアの 19 世紀末の政治と
文化｣ を, 現代の ｢アメリカの 20 世紀末の政




代の 20 世紀末思想が, 産業革命, 自動機械化,
交通革新, 社会流動, 情報革命, 先端技術, グ
ローバル化, 世界平準化などの問題認識と関連
して理解できるからである｡










カらの分離派の芸術活動が, 美術, 演劇, 音楽,

















主義 (formalism) だけではなく, 様式に込め
られた内面表現の象徴主義 (symbolism) を
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律の学問に生きる者は, 国家, 企業, 社会など
に一方的に偏りはできない｡ 秘書も持たないの


























例 1 . ｢経営とはすることを正すこと｣｡
2 . ｢指導力とは正しいことをすること｣｡






結論 2：｢芸術の構造｣ が, 経営の構造と同じ
彼は様式主義 (制度) と象徴主義 (内面) と
の関係について, つぎのように単純化して, 経
営の芸術化と非芸術化の分類をしている｡
◎ 芸術的経営：様式 (制度) も生きて, 内
面 (こころ) も生きる｡
非・芸術的経営：様式 (制度) が生きて, 内
面 (こころ) が死ぬ｡
非・芸術的経営：様式 (制度) が死に, 内面
(こころ) が生きる｡






























それから様式主義 (制度) と内なる思想 (真
の自由) との融合｡ 日本の禅画など収集から学
んだアジア的な二元的一元論の主張である｡









界の森は一本の樹にある｣ とか｡ そして, ｢小
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カーの 『マネジメント』 を読んだら』 (岩崎夏






























Academy of Management) の年次大会で,
わたくしは司会役 (Chairman) や若手学者育












































































そのためには, 大学の本質 (研究と教育, 学問
の看板) にこだわり, 制度づくりへの辛抱する
大学人個性が不可欠である｡
















を, 日本の ｢大学ブランド｣ と組み合わせる努
力を国家と大学の両者ともに忘れてはならない｡
｢国家ブランド｣ と ｢大学ブランド｣ が一致す
る事例が, アメリカの大学教育である｡ 世界に
通用するアメリカの ｢大学ブランド｣ は, 米国
Ph.D.で, アメリカの国家権威と重なり, ｢世
界ブランド｣ となり, 世界的信用を得る｡
中国, 韓国, インドネシア, マレーシア, タ
イでも, また新興国の人たちが, 自国の Ph.D.
取得の限界から, アメリカで Ph.D. を取ると
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かわる｡ 日本の一流大学の MBA スクールで
教えるアメリカ人の学部長は, ｢日本の大学で
の経営学は特殊で, 歴史中心であり, 文献研究
が主流である｣, と 2011 年の AIB (Inter-




とに, グローバルを逆に ｢特殊｣ なものとし,
自国のものを ｢一般｣ とする, ドイツの現代の
経営学界は参考になる｡ ドイツの大学での ｢一


















度の AOM学会理事が 12 人いるが, そのうち
の 3人の理事が, 定量的方法論者者でなく, 定
























学べ｣ から舵を切り替え, ｢西洋に徹し, 西洋
を超える｣ と, 総てにハイレベルの欧米文明を
創造する方向をめざしている｡ 世界の一流大学,
例えば, ハーバード大学, MIT, ヨーロッパ
の権威ある専門職業大学院大学を, シンガポー
ル国内の大学団地に招き入れ, 留学生を送り出
すのではなく, 世界の ｢大学ブランド｣ を集め,
“グローバル教育”を国内で高度化し, 国威を






な MBA 大学院をバラバラではなく, 塊で集





















話さないようにしている｡ 昭和 37年 (1962 年)
に, アメリカの PW社 (Price Waterhouse &



























ない｡ そこでまずは, 日本語の ｢一般経営｣ と
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